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日野市
定例記者会見
令和5年11月27日㈪ 午前10時から

市役所4階 庁議室



令和5年第4回日野市議会定例会
提出補正予算（案）について

1.

2

問い合わせ先 財政課

課長 佐藤 ☎042-514-8076
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2.令和5年第4回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 各会計の補正状況 （1） 補正予算額

会 計 区 分 補正前 今回補正 補正後

一般会計 73,800,728 12,314 73,813,042

国民健康保険特別会計 17,396,616 0 17,396,616

土地区画整理事業特別会計 2,081,672 0 2,081,672

介護保険特別会計 16,296,885 4,135 16,301,020

後期高齢者医療特別会計 5,472,509 0 5,472,509

市立病院事業会計 10,522,860 0 10,522,860

下水道事業会計 5,924,525 0 5,924,525

合 計 131,495,795 16,449 131,512,244

（単位：千円）
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2.令和5年第4回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 各会計の補正状況 （2） 主な補正内容

会 計 区 分 主な内容

一般会計

①国都の制度変更に伴う対応、年度内実績増への対応
②給与改定対応（正職分）
③コロナワクチン集団接種終了に伴う不要額の減額
都市計画道路３・４・２４号線擁壁等整備工事の工期変更に伴う
今年度分の減額 ほか

国民健康保険特別会計 • 今回補正なし

土地区画整理事業特別会計 • 今回補正なし

介護保険特別会計
①年度内実績増への対応
②法改正に伴うシステム改修

後期高齢者医療特別会計 • 今回補正なし

市立病院事業会計 • 今回補正なし

下水道事業会計 • 今回補正なし
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2.令和5年第4回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

２ 一般会計補正内容 （1） 歳入予算

予算科目 主な内容 今回補正

地方譲与税 森林環境譲与税 2,860

国庫支出金
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費※減額
障害者自立支援給付費 ほか

▲253,643

都支出金
障害者日中活動系サービス推進事業
義務教育就学児医療費助成事業費 ほか

160,679

財産収入 土地売払収入 29,378

寄附金
指定寄附金（日野宿本陣改修）、指定寄附金（ウクライナ支援）
指定寄附金（福祉）

306

繰入金 財政調整基金繰入金 71,170

諸収入
過年度分返還金等
栄町二丁目複合施設土地貸付料

1,564

合 計 12,314

（単位：千円）
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2.令和5年第4回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

2 一般会計補正内容 （2） 歳出予算

予算科目 今回補正

総務 氏名フリガナ表記のための住民情報システム改修 10,742

民生

子どもの学習支援事業費補助金の交付 700

保育所等における安全対策用品等の整備 11,801

子ども医療費増加への対応 190,195

衛生
がん検診受診者増への対応 20,350

新型コロナウイルスワクチン個別接種移行への対応 ▲299,957

土木 都市計画道路３・４・２４号線擁壁等整備工事の工期変更対応 ▲68,000

教育
自閉症・情緒障害特別支援学級の増設に向けた対応 2,620

次年度小学校学級数の増加に向けた対応 2,126

その他 141,737

合 計 12,314

（単位：千円）



東京都２６市初！自殺防止対策を強化
NPO法人自殺対策支援センターライフリンクと
連携自治体協定を締結

Topics

１. 
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問い合わせ先 健康課

課長 高尾 ☎042-581-4111
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１．東京都２６市初！自殺防止対策を強化

締結日 令和５年９月２７日

締結先 NPO法人
自殺対策支援センター
ライフリンク

締結名 自殺対策SNS等相談事
業における『連携自治体
事業』



自殺のリスクを抱えた方の、生きづらさや生活のしづらさの課題解決

に向け、若年層でもアクセスしやすいSNSやメール等を活用し、専門

的な団体と連携し、「入り口から出口まで」の包括的な支援を目的とす

る。
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１．東京都２６市初！自殺防止対策を強化

• ライフリンク相談員によるSNS等を活用した相談事業

▶ 電話・メールもOK

• 日野市とライフリンクが連携。相談者の悩みに対し、具体的支援を

行い地域で安心して生活できる環境を整える

▶市の専任職員が担当し、支援内容をコーディネートする

目的

内容
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１．東京都２６市初！自殺防止対策を強化

子ども・若者・女性の支援強化

20代まで全体の7割弱 女性の ８割を占めている

SNS相談の利用は・・・
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１．東京都２６市初！自殺防止対策を強化

つなぎ支援
相談内容により、市と繋ぎ包括的支援

１

自殺対策相談窓口の案内カード
自殺ハイリスク者へ直接案内を届ける

２

相談支援の質の向上
意見交換会や研修会を実施

３

庁内・学校・警察・
消防・救急医療機関
などと連携
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１．東京都２６市初！自殺防止対策を強化

SNS・電話・メール等から相談へ１

ライフリンク相談員が対応２

相談内容から、日野市と繋ぎ支援した方がいいと判断した
場合、本人同意を取る

３

ライフリンクと情報共有を行い、日野市で支援開始。関
係課と調整を行う

４

市での対応終了後、ライフリンクへ状況報告５

相
談
の
流
れ

（
案
内
カ
ー
ド
か
ら
入
る
場
合
）
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１．東京都２６市初！自殺防止対策を強化

生きづらい

友達とうまくいかない

誰かに聞いてほしい

生活が苦しい

＃いのちSOS
あなたの思い、日野市に届きます



「日野市産後ケア事業」による
宿泊型への参画

Topics

２. 
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問い合わせ先 日野市立病院経営企画室

主幹 角 ☎042-581-2677



1泊2日の「宿泊型」産後ケアを始めます

➔目的
市内唯一の分娩ができる医療機関として、支援を必要とするお母さん

や赤ちゃんに“心身のケア”や“育児サポート”を行い
健やかな育児ができることを支援します

➔対象者
以下の全てに該当するお母さんと赤ちゃん

⚫ 日野市民であって、ご家族から十分な援助が受けられない方

⚫ 子育てについての不安や体調の心配がある方

⚫ 日野市立病院で出産された生後一か月未満までの赤ちゃんとそのお母さん
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２. 「日野市産後ケア事業」による宿泊型への参画



➔産後ケア内容

⚫お母さんのケア （乳房ケア、食事の提供など）

⚫赤ちゃんのケア （体重、健康状態のチェックなど）

⚫育児の相談 （授乳や沐浴など）

⚫育児サポート （休息や心身のケアなど）

➔管理栄養士のバックアップ
利用者の健康状態に合わせた食事を提供し、

産後の身体回復をサポートします
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２. 「日野市産後ケア事業」による宿泊型への参画



➔利用料金

宿泊型1泊2日 自己負担額６，０００円/１回
但し、市民税非課税世帯、生活保護世帯、

ひとり親世帯の場合は、ご負担はありません

※料金は「日野市産後ケア事業」に準じます

➔開始時期

令和６年１月から
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２. 「日野市産後ケア事業」による宿泊型への参画



市民参加型地域共創プラット
フォームの実証実験をスタート

Topics

３. 
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問い合わせ先 企画経営課

課長 中村 ☎042-514-8047



事業概要

➔市民の意見表明や対話などのコミュニケーションが
オンライン上で可能となるプラットフォーム
「Liqlid」（リクリッド）の実証実験を開始

⚫ 株式会社Liquitous（リキタス）と覚書を締結

⚫ オンライン上での意見の表明、対話、投票による合意形成が一気通貫で可能に

⚫ オンライン上でのコミュニケーション手法に関して、リキタスによるアドバイザ
リーも実施

➔柔軟な市民参加・市民参画手法を検証
⚫ 従来の意見表明（ワークショップなど）の機会に参加できなかった層が、オンラ
イン上で意見やアイデアを表明しやすくなるかを検証

⚫ 従来の対面型による対話の場と併用する手法や、併用による効果も検証
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート



背景

20

３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

市民ニーズや地域課題の
複雑化・多様化

生産年齢人口の減少等

民間・地域・個人と共に考え、共に創る

共創の考えが不可欠

これまで

社会課題・生活課題

（出典）「日野地域未来ビジョン2030」p.5を基に作成

市民ニーズや地域課題は

行政が担うもの

これから

➔ これからの社会では地域づくりも「共創」の考え方がより一層大切となります。

連携・拡充・補完



市民参加型地域共創プラットフォームとは
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

今までの取組み 新たな取組み

対面のワークショップ・協議会など オンラインプラットフォーム

良さ

• 議論に臨場感があり、活発

• 密度が濃い（場の空気）

課題

• 時間や場所に制限がある

→参加者層が偏りやすい

• 「声の大小」の存在

良さ

• 時間や場所に制限がない

• 議論がオープン（テキストで展開）

課題

• 主体者意識を持ちにくい

• 議論の展開に時間を要する
補完

拡充…議論を深める（タテ）・関係者が集う …議論を広げる（ヨコ）・参加できる人を増やす

➔ 「対面」を拡充・補完することで、市民参加の新しい仕組みを目指します。

オンラインコミュニケーションは成立するの？
対面との併用はどうしたらよいの？ 共創につながる？

→運用しないとわからない点を実証実験で確認します。



今年度は3ステップで小さく回してみる
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

• 日野市が今年度策定した「日野地域未来ビジョン2030」を
推進する取組み「ヒノタネプロジェクト」の一環としてLiqlid
を活用

• 地域イベント「まちづくり市民フェア2023」などの対面ワー
クショップなどを通じ、来場者の方々の価値観や、日野の地
域で起こしていきたいアクションに関するアイデアについて
聞き取り

• 異なる日で得られた意見を蓄積してリスト化

Step

1

Step

２

Step

3

• 蓄積した意見を視覚化
• 内容を分析する

• 事業等への反映の検討

• 評価、新たな使い方の検討



日野市リクリッドの画面イメージ（ホーム画面）
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

• 日野市リクリッドのホーム画面

• 日野市がリクリッドを試行的に導入した背景や、使い方などを説明

QR

▲日野市のリクリッドは
こちらからご覧いただけます



日野市リクリッドの画面イメージ（テーマを共有）
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

• プロジェクト内容や、どういったアイデアを募集しているか説明する画面

• 今回、募集したアイデアのテーマは「2030年に向けて、あなたが今、日野で始
めたいこと」



Step1 意見の蓄積・リスト化
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

• 聞き取ったアイデアをリクリッド上に反映、いつでも誰でも参照可能に

→見えづらかったさまざまな活動が見える（残る）ようにもなった



Step2・Step３ 視覚化し、事業に反映
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

• ワードクラウドで視覚化が可能

身近な地域での場や
つながりづくりを考える
きっかけがあるとよいかも

ピッチイベントの開催

ワードクラウドで興味関心を視覚化すると、

今はつながりや居場所に
興味のある方が多い



今後について

➔これまでの経過
⚫ 4月～9月 価値共創ポータルにてリキタスから提案があり対話開始

⚫ 10月10日 リキタスとの覚書を締結

⚫ 10月15日 地域イベント「まちづくり市民フェア2023」にて先行取組実施

⚫ 11月26日 市内イベントにて対面とオンラインの同時運用の試行
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３.市民参加型地域共創プラットフォームの実証実験をスタート

➔今後の予定
⚫ 12月以降 市民向け勉強会の開催、庁内での勉強会の開催、利用分析

⚫ 翌年1月以降 年内の取組み結果を踏まえ、新たな取組み実施の検討



日野市
定例記者会見
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◀会見の資料は市HPからも
ご覧いただけます
(11/27中に公開)


